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▼質問に答えて





　―自民党が改憲推進本部などに安倍側近を置いたのは、強行採決シフトではないか。


　渡辺　改憲ではさすがに強行採決は出来ない。それは後で国民投票があるからだ。衆参同日選の可能性はあると思っているが、国民の運動が高まれば、そういう冒険は出来ないのではないか。


  ―安倍が、極端にいえば「負けてもいい」という姿勢でレガシーのために突っ走る危険はないか。


　渡辺　安倍はここまで米国追随の軍事路線を進めてきても、支配層はブレーキを掛けていない。彼は米国追随支配層のチャンピオンだ。ここに改憲の動きの本質がある。自分の名誉のためだけにひとりで突っ走ることはない。だから、市民の声で阻止するしかない。


  ―ではこれからどうしたらいいか。


  渡辺　「九条の会」が生まれ、全国に７０００以上の九条の会が出来た。14年経って、消えたところもあるが、新しく出来た九条の会もある。こんなに続いた市民運動はない。３０００万署名も有権者の過半数を超えたところもある。市民の運動が決定的に重要なので、通常国会で絶対に発議させず、参院選で改憲の息の根を止めるために、もう一度仕切り直しして運動を大きくしていく必要がある。


　　（丸山 重威・記）








　戦後の憲法改正問題の流れの中で「安倍９条改憲」を見つめ続けてきた渡辺さんは、最近「戦後史の中での安倍政権」（新日本出版社）を出版したばかり。おなじみの機関銃のような語りで、「安倍改憲のいま」を分析しました。


　渡辺さんは「安倍首相は通常国会の施政方針演説では、憲法を前面に出さなかった。スケジュールのこともあり、メディアや一部の識者の中には改憲発議はもう無理、という楽観論があるが、真っ赤な誤り。彼の執念は衰えていない。問題は、市民、野党の力で、改憲を断念させることが出来るかどうか。問題は安倍首相の辞めさせ方にかかっている」と強調しました。


  渡辺さんの講演要旨、次の通り。





▼スケジュール果たせず





　安倍首相は１７年５月の憲法記念日の改憲派の集会と読売の単独インタビューで、「９条の１，２項はそのままで自衛隊を書き込む」と提起した。彼は、１８年の通常国会で発議することを考えていたが、森友、加計が火を噴き、日報隠し、財務省幹部のセクハラなどが積み上がって果たせなかった。臨時国会に伸ばして出そうとしたが、３０００万署名の高まり、野党が憲法審査会の実質的な開催に応じず果たせなかった。そこで、安倍は、改憲推進本部や審査会のメンバーを側近で固め、１９年に勝負をかける体制をとった。私はここ数年「正念場」と書き続けてきたが、今年こそ、安倍改憲に引導を渡して決着をつけ、憲法を生かす年にしたい。





▼改憲反対の中で出た案





　まず、１７年５月の安倍提案は、戦後１９５０年代以来、７０以上の改憲案が出ているが、安倍改憲案はこの常識から外れたものだった。だから石破は「一度もそんなことを議論したことはない、党内民主主義に反する」と怒った。しかし、日本会議や櫻井よしこは「偉大な現実主義者だ」と持ち上げた。改憲への市民の大きな壁を意識したからだ。


　壁とは、①解釈改憲を進める中で市民の運動が高まった。最初は挨拶の順序などで論争した運動団体が大同団結し、「安保改定反対国民会議」いらいの「総がかり行動実行委員会」が生まれた、②特に「論憲」といっていた民主党系の人たちが「安倍政権下の改憲反対」になった、③市民と野党の共闘が進み、１６年の参院選では１人区で統一が実現し３１区のうち１１区で勝利した、④「結党以来護憲の党」と言っていた公明党が自民党の同盟軍に加わってもらえるか不安になった―などで、そうなると、野党に甘いアメを与える作戦が登場した。





▼９条加憲反対に確信を


  


２０１７年９月、民進党が前原委員長になったところで解散総選挙をした。ＮＨＫのトップは小池百合子の「希望の党」＝改憲勢力に取られたが、民進党の議員総会がこれを認めて合流を決め、小池百合子の「排除発言」で立憲民主党が誕生することになった。


　現状の問題点を３つの視点から見よう。


　まず９条が戦争を防ぐ大きな壁になっていることを確認したい。安倍は９条をなくさないとだめだ、という執念を持っているが、野党にも間違った認識を持っている人がいる。例えば山尾志桜里議員は「戦争法で自衛隊は死んだ。現実的に自衛隊を書き込み、集団的自衛権はだめだ、と書けばいい」と言っているが、これは９条が軍事大国化の歯止めになっている事実を知らない議論だ。自衛隊を憲法に書き込めば、どのように書いても野放しになる。


　第一、９条が死んだのならなぜ、こんなにに執念を持って変えようとするのか。９条は「軍隊」「戦力」を持たない、と記入した。自民党は「自衛隊は軍隊ではない」で３０年間封印してきていた。自衛隊がイラクで戦えないのも、南スーダンから帰るしかないのも、９条解釈では、戦争をする軍隊にすることはできないからだ。


　次に、自衛隊は９割の国民から支持されている、というが、これは自衛隊が軍隊ではないからだ。自衛隊が支持されているのは、災害派遣と国際貢献だ。９条に自衛隊を書き込むのは、日本国憲法全体を「戦争する憲法」にすることだ。韓国の青年は徴兵制の中でどこへ行けば安全か、を考える。日本の青年はその必要がない。それが大事だ。





｢九条の会｣事務局


一橋大学名誉教授





　「調布憲法ひろば」第１４３回例会は、２０１９年１月27日（日）夜、調布市文化会館たづくり12階大会議場で開かれました。テーマは「安倍改憲の危険性とたたかいの課題」。講師は、九条の会事務局の渡辺治・一橋大名誉教授(写真左)。司会は憲法「ひろば」の石山久男世話人(写真右)、記録は丸山重威世話人が分担。参加者は47人でした。　　　　　　　　　　　　（編集部）
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